
〇生物多様性の保全 〇持続可能な利用

〇情報共有・社会への意識検討

【石狩浜アクションプラン中長期目標について】 →かけはしプランで取り上げる必要がある項目



〇生物多様性の保全
外来種について

案）石狩市の生態系に影響の及ぼす恐れのある外来種について把握し、
最小限に影響をとどめる。

▶緊急的に対策が必要な種については、有識者等の意見にヒアリング
から対策を実施する。

□現事業
・石狩浜のアズマヒキガエル防除事業
・マルハナバチモニタリング

希少種について

案）絶滅の恐れのある生きものについて、生息生育状況の把握し、
必要に応じた対策を実施する。

▶緊急的に対策が必要な種については、有識者等の意見にヒアリン
グをし、アクションプラン等の必要な対策を実施する。

□現事業
・ーアカモズの郷ーいしかり希少種保全計画事業
・オオムラサキモニタリング



〇生物多様性の保全

生態系の変化の検証と共有
案）石狩市の自然環境の変化に伴った生態系の変化について、有識者
との協議の場を設け、その意見等を他の管理者間に共有する。
▶有識者に意見を聞ける体制構築
▶各種データを有識者会議において検証し、計画の見直し。
▶検証した結果等について管理者と共有をして事業を進める

リスト化について
案）石狩市の生息、生育リストを関係団体、機関から情報を収集し整理す
る。
▶文献、報告書の収集、文献調査によるリストの作成。
▶公開のためのルールを整備。
▶調査、試験報告書等を公開する



〇情報共有・社会への意識検討

７～９に統合？

普及啓発について
案）数少ない石狩市の自然について、郷土を守りたいと思える気持ちを醸
成する。
▶オンラインを用いた市民参加型調査
▶情報の公開・発信

〇その他

・野生動物との衝突
例：ヒグマ、エゾシカ、野鳥

・自然エネルギーとの関係
例：最低限の生息地確保


